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図 1.  Agilent 1100シリーズ LCシステムと ACQUITY UPLC H-Class システムを使用した 36℃に
おける鎮痛薬混合サンプルの分離例。両システムにおいて同等な保持時間が得られました。

目的

Agilent 1100シリーズ LCシステムから ACQUITY 

UPLC® H-Class システムへ HPLC 分析法の移管

時における温度の影響について比較検討する

背景

分析ラボで分析機器等に高い投資をする場合、

使用するシステムが同一、または複数のメー

カーであっても、システム間で分析法の移管が

可能であることが望まれます。温度の変化に影

響を受けやすい分析法の場合は、従来使用し

ていた HPLCシステムから異なるシステムに分

析法を移管する場合課題があります。システム

の伝熱手法は様々です。システムによってアク

ティブプレヒーティング法、パッシブプレヒー

ティング法、カラムを加温もしくは冷却するた

めに固定もしくは対流法など様々な手法を用い

ています。

伝熱手法の違いは分離に影響を与えます。分析

法移管時に分離が維持できなかった場合、一番

シンプルなアプローチはカラム温度を調整する

ことです。1 温度を調整することが許可されて

いない場合は、分析法を再開発するか、分析法

移管が困難であると判断しなければなりません

が、どちらの選択も装置と分析者の時間の損失

となりコストがかかる結果となります。

Agilent 1100シリーズ LCシステムから CH-A搭載

ACQUITY UPLC H-Classシステムへの分析法移管が

幅広い温度範囲において問題なく実施できます

Agilent 1100シリーズ LCシステムから
ACQUITY UPLC H-Classシステムへの分析法移管：
温度の影響

ソリューション

Agilent 1100シリーズ LCシステムで開発した分析法を、シングルカラムコン

パートメント（CH-A）搭載 ACQUITY UPLC H-Classシステムへ移管を検討しました。

各システムの Dwell容量を測定 2し、ACQUITY UPLC H-Classシステムにはグラジ

エント SmartStart機能 3を用いて適切なグラジエントディレイを設定しました。

温度管理の影響を評価するために、両システム共に移動相のプレヒーティング

機能の有無における影響を確認しました。Agilent 1100シリーズ LCシステムは

パッシブプレヒーター（3 µL）機能を、ACQUITY UPLC  H-Class システムはアク

ティブプレヒーター機能を有しています。プレヒーティング機能がない場合

の検証時は Agilent 1100シリーズ LCシステムでは、パッシブプレヒーターを

No Name tR 1100 tR H-Class
1 Acetaminophen 4.98 5.05
2 Caffeine 6.00 6.06
3 2-Acetamidophenol 6.70 6.76
4 Acetanilide 7.91 7.98
5 Acetylsalicylic acid 8.91 8.99
6 Phenacetin 9.68 9.76
7 Salicylic acid 9.82 9.91
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バイパスして配管（直接インジェクターからカラムイ

ンレットに配管）し、ACQUITY UPLC H-Class システ

ムのプレヒーターは取り付けたままで、コンソール

よりアクティブプレヒーター機能をオフにしました。

Agilent 1100シリーズ LCシステムでは鎮痛薬混合

サンプルにおいて、温度が 36℃から 60℃の範囲に

おいて選択性に違いが見られました。温度が分離

に影響を及ぼすため、ACQUITY UPLC H-Class シス

テムでも同じ温度範囲において評価を行い、36℃

におけるクロマトグラムの比較を図 1に示しました。

評価の結果両システムにおいて同等の保持時間と

検討した温度範囲においては類似した保持時間の

傾向が見られました（図 2の赤と青のラインで表

示）。Phenacetin と Salicylic acidにおいては、保持

時間の類似した挙動が確認されました（図 3）。2℃

の温度間隔において、同じ選択性の変化が見られ、

2つのシステム間における高い精度が確認できました。

しかし、移動相のプレヒーティング機能は、温度

設定が高い場合においては軸方向と半径方向の温

度グラジエントを低減することで、カラムの性能

を改善しているため 4、従来の HPLC システムを用

いたすべての分析法がプレヒーティング機能を持

つシステムに移管できるわけではありません。同

様の実験をプレヒーティング機能を使用せずに実

施しました。その結果、Agilent 1100シリーズ LC

システムと ACQUITY UPLC H-Classシステムにおいて

同等の保持時間が得られました（図 4左）。しかし

ながら 36℃から 60℃の温度範囲において保持時間

に最小ではありますが違いが生じています（図 2の

緑と紫のラインで表示）が、プレヒーティング機能

を用いない場合も、42℃以上の分析において最初

の検討と同様に選択性に違いは生じませんでした

（例：図 4左右）。この結果から導かれる重要な結

論は、42℃以上の温度においてはたとえ同じシス

テムでも移動相のプレヒーティング機能の使用の

有無によって分析法の移管に問題が生じるという

ことです。よって、分析法を移管する場合は移動

相のプレヒーティング機能の有無を検討する必要

があります。

図 2. カラム温度の変化による P henacetinの保持時間の影響。ACQUITY UPLC H-Class システム、
Agilent 1100シリーズ LCシステム両システムにおいて温度が高くなると保持時間は早くなります。
両システムとも移動相のプレヒーティング機能を使用する場合は保持時間の変化が大きくなり
ました。

図 3. 鎮痛薬混合サンプルの温度による分離の影響。ACQUITY UPLC H-Class システム、Agilent 
1100シリーズ LCシステム両システムにおいて Phenacetin（6）と Salicylic acid（7）は温度変化に
対して同様の選択性が得られました。
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図 4. 46℃における鎮痛薬分離に対する移動相のプレヒーティング機能が及ぼす影響。プレヒー
ティング機能を使用した場合 Agilent 1100 シリーズ LC システムと ACQUITY UPLC H-Class シス
テムにおいて同等の保持時間が得られました（✔）。しかしプレヒーティング機能を使用する場合と
使用しない場合では Phenacetin と Salicylic acidの分離において選択性に違いが生じました（×）。
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まとめ

温度管理は分析法を移管する上で非常に大きな影響

力を持ちます。今回は Agilent 1100シリーズ LCシ

ステムからシングルカラムコンパートメント搭載

ACQUITY UPLC H-Class システムへの分析法移管を

問題なく実施することができました。両システムに

おいて分離に対する温度の影響は同等でした。しかし、

両システムにおいてプレヒーティング機能の使用の

有無では異なる分離が得られました。今回の検討で

は、移動相のプレヒーティング機能の有無にのみ温

度における選択性の影響が生じることが分かりまし

た。温度管理における分析法への影響は分析法移管

時には検討する必要があります。今回は移動相のプ

レヒーティング機能の有無両条件において、Agilent 

1100シリーズ LCシステムからシングルカラムコン

パートメント（CH-A）搭載 ACQUITY UPLC H-Classシス

テムへ問題なく分析法を移管することができました。
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